
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】軸受機能へ悪影響を及ぼすことなく、組立工程

における内輪抜けを防止する。

【解決手段】内周に複列の軌道面３を有する外方部材１

と、これら軌道面３に対向する軌道面４を有する内方部

材２と、対向する軌道面３，４間に介在した複列の転動

体５とを備え、駆動輪を支持する。内方部材２は、ハブ

輪９と、ハブ輪９のインボード側端の外周に嵌合した内

輪１０とでなり、これらハブ輪９および内輪１０に各列

の軌道面４を形成する。内輪１０の内周面には、この内

輪１０のインボード側の端面１０ａまで続き、この端面

１０ａの内周縁に相当する深さの段差部１６を設ける。

ハブ輪９の加締による塑性変形部分９ｂを、内輪１０の

段差部１６の軸方向に向く面１６ａに係合させる。塑性

変形部分９ｂは、内輪１０の端面１０ａから突出しない

ものとする。内輪１０の段差部１６の軸方向に向く面１

６ａと内輪内径面１０ｂは、その繋ぎ部１０ｃを曲面と

して滑らかに繋ぐ。

【選択図】図２

JP 2006-336756 A 2006.12.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 周 に 複 列 の 軌 道 面 を 有 す る 外 方 部 材 と 、 こ れ ら 軌 道 面 に 対 向 す る 軌 道 面 を 有 す る 内 方
部 材 と 、 対 向 す る 軌 道 面 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体 と を 備 え 、 上 記 内 方 部 材 が 、 車 輪 取 付
用 の ハ ブ フ ラ ン ジ を 外 周 に 有 す る ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に 嵌 合 し
た 内 輪 と で な り 、 こ れ ら ハ ブ 輪 お よ び 内 輪 に 前 記 各 列 の 軌 道 面 を 形 成 し た 駆 動 輪 支 持 用 の
車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、
　 前 記 内 輪 の 内 周 面 に 、 こ の 内 輪 の イ ン ボ ー ド 側 の 端 面 ま で 続 き 、 こ の 端 面 の 内 周 縁 に 相
当 す る 深 さ の 段 差 部 を 設 け 、 前 記 ハ ブ 輪 の 加 締 加 工 に よ り 前 記 内 輪 の 前 記 段 差 部 の 軸 方 向
に 向 く 面 に 係 合 す る 塑 性 変 形 部 分 を 設 け 、 こ の 塑 性 変 形 部 分 は 前 記 内 輪 の 端 面 か ら 突 出 し
な い も の と し 、 前 記 内 輪 に お け る 前 記 段 差 部 の 軸 方 向 を 向 く 面 と 内 径 面 と の 繋 ぎ 部 を 曲 面
と し た こ と を 特 徴 と す る 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 曲 面 か ら な る 繋 ぎ 部 の 軸 方 向 範 囲 を 、 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 上 に か か ら な い 範 囲
と し た 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 ハ ブ 輪 の 軌 道 面 は 焼 入 れ 処 理 に よ る 表 面 硬 化 処
理 面 と し 、 前 記 加 締 加 工 部 は 非 熱 処 理 部 と し 、 前 記 内 輪 は 表 面 か ら 芯 部 ま で の 全 体 を 焼 入
れ 処 理 に よ り 硬 化 さ せ た 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 自 動 車 等 の 駆 動 輪 と な る 車 輪 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 車 輪 用 軸 受 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 駆 動 輪 支 持 用 の 車 輪 用 軸 受 装 置 と し て 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 す も の が 提 案 さ れ て い る
（ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ は 、 外 方 部 材 ２ １ と 内 方 部 材 ２ ２ の 対 向 す る 軌 道 面 ２ ３ ， ２
４ 間 に 複 列 に ボ ー ル ２ ５ を 介 在 さ せ 、 上 記 内 方 部 材 ２ ２ を 、 車 輪 取 付 用 の ハ ブ フ ラ ン ジ ２
９ ａ を 外 周 に 有 す る ハ ブ 輪 ２ ９ と 、 こ の ハ ブ 輪 ２ ９ の イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に 嵌 合 し た 内
輪 ３ ０ と で 構 成 し た も の で あ る 。 ハ ブ 輪 ２ ９ の 中 央 孔 ３ １ に は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト の 外 輪 ３
３ の ス テ ム 部 ３ ３ ａ が 挿 通 さ れ て ス プ ラ イ ン 嵌 合 さ れ 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 ３ ３ の 段 面 ３
３ ｂ が 内 輪 ３ ０ の イ ン ボ ー ド 側 端 面 ３ ０ ａ に 押 し 当 て ら れ る 。 こ の 状 態 で 、 前 記 ス テ ム 部
３ ３ ａ の 先 端 に ナ ッ ト ３ ４ を 螺 合 さ せ る こ と に よ り 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 ３ ３ と ナ ッ ト ３
４ と で 内 方 部 材 ２ ２ が 幅 締 め さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 提 案 例 で は 、 ハ ブ 輪 ２ ９ の イ ン ボ ー ド 側 端 部 の 外 周 に 形 成 し た 段 部 ３ ５ に 内 輪 ３ ０
を 外 嵌 さ せ る と 共 に 、 内 輪 ３ ０ の イ ン ボ ー ド 側 端 部 の 内 周 に 段 部 ３ ６ を 形 成 し 、 ハ ブ 輪 ２
９ の イ ン ボ ー ド 側 端 を 前 記 内 輪 ３ ０ の 段 部 ３ ６ に 、 揺 動 加 締 で 加 締 め て い る 。 こ れ に よ り
車 両 へ の 組 付 け 時 に 発 生 す る 外 力 に よ る 内 輪 ３ ０ の 抜 け を 防 止 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ６ ４ ８ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 し た 車 輪 用 軸 受 装 置 で は 、 以 下 の よ う な 問 題 が 有 る 。
　 （ １ ） ハ ブ 輪 ２ ９ の 加 締 部 ２ ９ ｂ が 大 き い た め 、 内 輪 ３ ０ の イ ン ボ ー ド 側 端 部 に 形 成 す
る 段 部 ３ ６ の 径 方 向 段 差 を 、 半 径 差 で ５ ～ ７ mm程 度 と す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 段 部 ３
６ の 段 差 を 大 き く す る と 、 内 輪 ３ ０ の イ ン ボ ー ド 側 端 面 ３ ０ ａ の 面 積 が 小 さ く な る の で 、
等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 ３ ３ の 段 面 ３ ３ ｂ と の 接 触 面 圧 が 大 き く な る 。 そ の た め 、 摩 耗 や 異 音
の 発 生 の 原 因 と な る 。
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　 （ ２ ） ハ ブ 輪 ２ ９ の 加 締 部 ２ ９ ｂ を 内 輪 ３ ０ の イ ン ボ ー ド 側 端 よ り 内 側 （ ア ウ ト ボ ー ド
側 ） に 収 め よ う と す る と 、 内 輪 ３ ０ の 段 部 ３ ６ の 軸 方 向 長 さ を ７ ～ ８ mm程 度 に す る 必 要 が
あ る 。 こ の よ う に 内 輪 段 部 ３ ６ の 軸 方 向 長 さ が 長 く な る と 、 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 上 に
内 輪 段 部 ３ ６ が 位 置 す る 傾 向 が あ る 。 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 上 に 内 輪 段 部 ３ ６ が 位 置 す
る と 、 運 転 時 の 負 荷 荷 重 に よ る 内 輪 変 形 が 大 き く な り 、 短 寿 命 と な る 可 能 性 が あ る 。 ま た
内 輪 段 部 ３ ６ の 軸 方 向 長 さ が 長 く な る と 、 そ れ だ け ハ ブ 輪 ２ ９ に 対 す る 内 輪 ３ ０ の 嵌 め 合
い 長 さ （ 面 積 ） が 減 少 す る の で 、 内 輪 ク リ ー プ が 発 生 し 、 軸 受 寿 命 が 低 下 す る 可 能 性 が あ
る 。 こ れ ら の 問 題 は 、 内 輪 全 体 の 幅 寸 法 を 長 く す れ ば 回 避 で き る が 、 そ れ で は 軸 方 向 に 余
分 な ス ペ ー ス が 必 要 に な る 。
　 （ ３ ） ま た 、 ハ ブ 輪 ２ ９ の 加 締 部 ２ ９ ｂ が 大 き い こ と か ら 、 揺 動 加 締 加 工 に お い て 、 加
締 工 具 が 内 輪 ３ ０ と 干 渉 し 、 加 工 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 軸 受 機 能 へ 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 、 車 両 へ の 組 立 工 程 に お け る 内
輪 抜 け 耐 力 を 確 保 す る こ と の で き る 車 輪 用 軸 受 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 内 周 に 複 列 の 軌 道 面 を 有 す る 外 方 部 材 と 、 こ れ ら 軌 道 面
に 対 向 す る 軌 道 面 を 有 す る 内 方 部 材 と 、 対 向 す る 軌 道 面 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体 と を 備
え 、 上 記 内 方 部 材 が 、 車 輪 取 付 用 の ハ ブ フ ラ ン ジ を 外 周 に 有 す る ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の
イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に 嵌 合 し た 内 輪 と で な り 、 こ れ ら ハ ブ 輪 お よ び 内 輪 に 前 記 各 列 の 軌
道 面 を 形 成 し た 駆 動 輪 支 持 用 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、 前 記 内 輪 の 内 周 面 に 、 こ の 内 輪
の イ ン ボ ー ド 側 の 端 面 ま で 続 き 、 こ の 端 面 の 内 周 縁 に 相 当 す る 深 さ の 段 差 部 を 設 け 、 前 記
ハ ブ 輪 の 加 締 加 工 に よ り 前 記 内 輪 の 前 記 段 差 部 の 軸 方 向 に 向 く 面 に 係 合 す る 塑 性 変 形 部 分
を 設 け 、 こ の 塑 性 変 形 部 分 は 前 記 内 輪 の 端 面 か ら 突 出 し な い も の と し 、 前 記 内 輪 に お け る
前 記 段 差 部 の 軸 方 向 を 向 く 面 と 内 径 面 と の 繋 ぎ 部 を 曲 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 。 前 記 加
締 加 工 は 、 例 え ば 全 周 を 拡 径 さ せ る 拡 径 加 工 で あ る 。
　 こ の 構 成 に よ る と 、 内 輪 の 内 周 面 に 設 け ら れ て ハ ブ 輪 の 加 締 加 工 に よ る 塑 性 変 形 部 分 を
係 合 さ せ る 段 差 部 を 、 内 輪 の 内 周 縁 と い う ご く 限 ら れ た 範 囲 の も の と し た た め 、 内 輪 の 抜
け 耐 力 を 確 保 し な が ら 、 段 差 部 を で き る だ け 小 さ な も の と で き る 。 こ の た め 、 段 差 部 を 設
け な が ら 内 輪 端 面 の 面 積 の 減 少 を 少 な く で き て 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 の 段 面 と の 接 触 面 圧
の 増 加 が 抑 制 さ れ 、 摩 耗 や 異 音 の 発 生 を 防 止 で き る 。 特 に 、 内 輪 に お け る 段 差 部 の 軸 方 向
に 向 く 面 と 内 輪 内 径 面 と の 繋 ぎ 部 を 曲 面 と し て こ れ ら 軸 方 向 に 向 く 面 と 内 輪 内 径 面 と を 滑
ら か に 繋 い だ の で 、 内 輪 抜 け 方 向 へ の 力 が 作 用 し た 際 に 、 前 記 繋 ぎ 部 の 応 力 集 中 に よ る 強
度 低 下 を 抑 制 で き る 。 こ の よ う に 、 軸 受 機 能 へ 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 、 車 両 へ の 組 立 工
程 に お け る 内 輪 抜 け を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 前 記 滑 ら か に 続 く 曲 面 か ら な る 繋 ぎ 部 の 軸 方 向 範 囲 を 、 転 動 体 接 触
角 を 成 す 直 線 上 に か か ら な い 範 囲 と し て も 良 い 。 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 は 、 転 動 体 荷 重
（ 転 動 体 と 軌 道 面 と の 接 触 部 に 働 く 力 ） の 合 成 力 の 作 用 線 の こ と で あ る 。
　 上 記 の よ う に 滑 ら か に 繋 ぐ 繋 ぎ 部 の 軸 方 向 範 囲 が 、 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 上 に か か る
場 合 は 、 運 転 時 の 負 荷 荷 重 に よ る 内 輪 の 変 形 が 大 き く な っ て 短 寿 命 と な る 可 能 性 が あ る 。
上 記 の よ う に 軸 方 向 範 囲 を 、 転 動 体 接 触 角 を 成 す 直 線 上 に か か ら な い 範 囲 と す る と 、 抜 け
耐 力 を 確 保 し な が ら 、 運 転 時 の 負 荷 荷 重 に よ る 内 輪 の 変 形 を 小 さ く で き 、 そ れ だ け 長 寿 命
化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 前 記 ハ ブ 輪 の 軌 道 面 は 焼 入 れ 処 理 に よ る 表 面 硬 化 処 理 面 と し 、 前 記
加 締 加 工 部 は 非 熱 処 理 部 と し 、 前 記 内 輪 は 表 面 か ら 芯 部 ま で の 全 体 を 焼 入 れ 処 理 に よ り 硬
化 さ せ て も 良 い 。
　 ハ ブ 輪 の 軌 道 面 は 転 動 寿 命 の 向 上 の 点 か ら 、 表 面 硬 化 処 理 面 と し て 硬 度 を 高 く す る こ と
が 好 ま し い が 、 加 締 加 工 を 行 う 部 分 は 、 加 締 加 工 の 容 易 性 の 点 か ら 非 熱 処 理 部 と す る こ と
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が 好 ま し い 。 内 輪 は 、 小 部 品 で あ っ て 軌 道 面 を 有 し 、 か つ ハ ブ 輪 に 内 径 面 が 嵌 合 す る こ と
か ら 、 表 面 か ら 芯 部 ま で の 全 体 を 焼 入 れ 処 理 に よ り 硬 化 さ せ た も の と す る こ と が 、 転 動 寿
命 や 嵌 合 面 の 耐 摩 耗 性 の 向 上 の 点 で 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 内 周 に 複 列 の 軌 道 面 を 有 す る 外 方 部 材 と 、 こ れ ら 軌 道 面
に 対 向 す る 軌 道 面 を 有 す る 内 方 部 材 と 、 対 向 す る 軌 道 面 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体 と を 備
え 、 上 記 内 方 部 材 が 、 車 輪 取 付 用 の ハ ブ フ ラ ン ジ を 外 周 に 有 す る ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の
イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に 嵌 合 し た 内 輪 と で な り 、 こ れ ら ハ ブ 輪 お よ び 内 輪 に 前 記 各 列 の 軌
道 面 を 形 成 し た 駆 動 輪 支 持 用 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、 前 記 内 輪 の 内 周 面 に 、 こ の 内 輪
の イ ン ボ ー ド 側 の 端 面 ま で 続 き 、 こ の 端 面 の 内 周 縁 に 相 当 す る 深 さ の 段 差 部 を 設 け 、 前 記
ハ ブ 輪 の 加 締 加 工 に よ り 前 記 内 輪 の 前 記 段 差 部 の 軸 方 向 に 向 く 面 に 係 合 す る 塑 性 変 形 部 分
を 設 け 、 こ の 塑 性 変 形 部 分 は 前 記 内 輪 の 端 面 か ら 突 出 し な い も の と し 、 前 記 内 輪 に お け る
前 記 段 差 部 の 軸 方 向 を 向 く 面 と 内 径 面 と の 繋 ぎ 部 を 曲 面 と し た た め 、 軸 受 機 能 へ 悪 影 響 を
及 ぼ す こ と な く 、 車 両 へ の 組 立 工 程 に お け る 内 輪 抜 け を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 １ お よ び 図 ２ と 共 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 第 ３ 世
代 型 の 内 輪 回 転 タ イ プ で 、 か つ 駆 動 輪 支 持 用 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に 適 用 し た も の で あ る 。 な
お 、 こ の 明 細 書 に お い て 、 車 両 に 取 付 け た 状 態 で 車 両 の 車 幅 方 向 外 側 寄 り と な る 側 を ア ウ
ト ボ ー ド 側 と 言 い 、 車 両 の 中 央 寄 り と な る 側 を イ ン ボ ー ド 側 と 呼 ぶ 。
　 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 内 周 に 複 列 の 軌 道 面 ３ を 形 成 し た 外 方 部 材 １ と 、 こ れ ら 各 軌 道
面 ３ に 対 向 す る 軌 道 面 ４ を 形 成 し た 内 方 部 材 ２ と 、 こ れ ら 外 方 部 材 １ お よ び 内 方 部 材 ２ の
軌 道 面 ３ ， ４ 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体 ５ と で 構 成 さ れ る 。 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 複 列
の ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 型 と さ れ て い て 、 転 動 体 ５ は ボ ー ル か ら な り 、 各 列 毎 に 保 持 器 ６ で 保
持 さ れ て い る 。 上 記 各 軌 道 面 ３ ， ４ は 断 面 円 弧 状 で あ り 、 各 軌 道 面 ３ ， ４ は 転 動 体 接 触 角
θ が 背 面 合 わ せ と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 外 方 部 材 １ と 内 方 部 材 ２ と の 間 の 軸 受 空 間
の 両 端 は 、 シ ー ル ７ ， ８ に よ り そ れ ぞ れ 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 外 方 部 材 １ は 固 定 側 の 部 材 と な る も の で あ っ て 、 車 体 の 懸 架 装 置 （ 図 示 せ ず ） に お け る
ナ ッ ク ル に 取 付 け る フ ラ ン ジ １ ａ を 外 周 に 有 し 、 全 体 が 一 体 の 部 品 と さ れ て い る 。
　 内 方 部 材 ２ は 回 転 側 の 部 材 と な る も の で あ っ て 、 外 周 に 車 輪 取 付 用 の ハ ブ フ ラ ン ジ ９ ａ
を 有 す る ハ ブ 輪 ９ と 、 こ の ハ ブ 輪 ９ の イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に 嵌 合 し た 内 輪 １ ０ と で な る
。 こ れ ら ハ ブ 輪 ９ お よ び 内 輪 １ ０ に 前 記 各 列 の 軌 道 面 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ハ ブ 輪 ９ は 中
央 孔 １ １ を 有 し 、 そ の 軌 道 面 ４ は 、 焼 入 れ 処 理 に よ る 表 面 硬 化 処 理 面 と さ れ て い る 。 内 輪
１ ０ は 、 表 面 か ら 芯 部 ま で の 全 体 が 焼 入 れ 処 理 に よ り 硬 化 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 拡 大 断 面 図 で 示 す よ う に 、 ハ ブ 輪 ９ の イ ン ボ ー ド 側 端 の 外 周 に は 、 ハ ブ 輪 ９ の 他
の 部 分 の 外 周 よ り も 小 径 と な っ た 段 差 部 状 の 内 輪 嵌 合 面 部 １ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 内 輪 嵌 合
面 部 １ ５ に 内 輪 １ ０ が 嵌 合 す る 。 内 輪 １ ０ の 内 周 面 に は 、 こ の 内 輪 １ ０ の イ ン ボ ー ド 側 の
端 面 １ ０ ａ ま で 続 き 、 こ の 端 面 １ ０ ａ の 内 周 縁 に 相 当 す る 深 さ の 段 差 部 １ ６ を 設 け 、 ハ ブ
輪 ９ の 加 締 加 工 に よ り 内 輪 １ ０ の 段 差 部 １ ６ の 軸 方 向 に 向 く 面 １ ６ ａ に 係 合 す る 塑 性 変 形
部 分 ９ ｂ を 設 け て あ る 。 塑 性 変 形 部 分 ９ ｂ は 、 内 輪 １ ０ の 段 差 部 １ ６ 内 を ほ ぼ 充 足 す る が
、 内 輪 １ ０ の 端 面 １ ０ ａ か ら 突 出 し な い も の と し て あ る 。 こ の 加 締 加 工 は 、 プ レ ス 加 工 等
の 方 法 で 全 周 に 渡 り 行 わ れ る 。 こ の 加 締 加 工 は 、 ハ ブ 輪 ９ の イ ン ボ ー ド 側 端 を 拡 径 さ せ る
拡 径 加 工 と さ れ る 。 ハ ブ 輪 ９ の 加 締 加 工 を 行 う 塑 性 変 形 部 分 ９ ｂ は 非 熱 処 理 部 と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 輪 １ ０ に お け る 前 記 段 差 部 １ ６ の 軸 方 向 に 向 く 面 １ ６ ａ と 内 径 面 １ ０ ｂ と の 繋 ぎ 部 １
０ ｃ は 、 断 面 円 弧 状 ま た は 断 面 放 物 線 状 等 の 曲 面 と し 、 こ れ ら 軸 方 向 を 向 く 面 １ ６ ａ と 内
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径 面 １ ０ ｂ と を 滑 ら か に 繋 い で い る 。 詳 し く は 、 繋 ぎ 部 １ ０ ｃ の 断 面 を 成 す 曲 線 と 、 そ の
両 側 の 面 １ ６ ａ ， １ ０ ｂ の 断 面 を 成 す 曲 線 と が 、 滑 ら か に 続 く 形 状 と さ れ て い る 。 こ の 繋
ぎ 部 １ ０ ｃ の 軸 方 向 範 囲 Ｗ は 、 転 動 体 接 触 角 θ の 成 す 直 線 Ｌ 上 に か か ら な い 範 囲 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 こ の 発 明 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 例 え ば 小 型 乗 用 車 か ら 大 型 乗 用 車 に わ た る 一 般 的
な 乗 用 車 に 適 用 さ れ る も の で あ り 、 こ れ ら 一 般 的 な 乗 用 車 に 適 用 さ れ る 各 部 の 寸 法 の も の
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 の 車 両 へ の 組 付 け に お い て は 、 ハ ブ 輪 ９ の 中 央 孔 １ １ に 、 等 速 ジ ョ
イ ン ト １ ２ の 片 方 の 継 手 部 材 と な る 外 輪 １ ３ の ス テ ム 部 １ ３ ａ を 挿 通 さ せ て ス プ ラ イ ン 嵌
合 さ せ 、 ス テ ム 部 １ ３ ａ の 先 端 に 螺 合 す る ナ ッ ト １ ４ の 締 め 付 け に よ り 、 等 速 ジ ョ イ ン ト
外 輪 １ ３ を 内 方 部 材 ２ に 結 合 す る 。 こ の と き 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 １ ３ に 設 け ら れ た ア ウ
ト ボ ー ド 側 に 向 く 段 面 １ ３ ｂ が 、 内 輪 １ ０ の イ ン ボ ー ド 側 に 向 く 端 面 １ ０ ａ に 押 し 付 け ら
れ 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 １ ３ と ナ ッ ト １ ４ と で 内 方 部 材 ２ が 幅 締 め さ れ る 。 車 輪 取 付 用 の
ハ ブ フ ラ ン ジ ９ ａ は ハ ブ 輪 ９ の ア ウ ト ボ ー ド 側 端 に 位 置 し て お り 、 こ の ハ ブ フ ラ ン ジ ９ ａ
に ブ レ ー キ ロ ー タ を 介 し て 車 輪 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） が ボ ル ト １ ７ で 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に よ る と 、 内 輪 の 内 周 面 に 段 差 部 １ ６ を 設 け 、 ハ ブ 輪 ９ の 加
締 加 工 に よ る 塑 性 変 形 部 分 ９ ｂ を 前 記 段 差 部 １ ６ に 係 合 さ せ た の で 、 車 両 へ の 組 付 工 程 に
お い て 発 生 す る 外 力 に よ る 内 輪 １ ０ の ハ ブ 輪 ９ か ら の 抜 け を 防 止 で き る 。
　 段 差 部 １ ６ は 、 内 輪 １ ０ の 内 周 縁 と い う ご く 限 ら れ た 範 囲 の も の と し た た め 、 内 輪 の 抜
け 耐 力 を 確 保 し な が ら 、 段 差 部 １ ６ を で き る だ け 小 さ な も の と で き る 。 こ の た め 、 段 差 部
１ ６ を 設 け な が ら 内 輪 １ ０ の 端 面 １ ０ ａ の 面 積 の 減 少 が 少 な く 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 外 輪 １ ３
の 段 面 １ ３ ｂ と の 接 触 面 圧 の 増 加 が 抑 制 さ れ 、 摩 耗 や 異 音 の 発 生 を 防 止 で き る 。
　 特 に 、 内 輪 １ ０ に お け る 段 差 部 １ ６ の 軸 方 向 に 向 く 面 １ ６ ａ と 内 輪 内 径 面 １ ０ ｂ と の 繋
ぎ 部 １ ０ ｃ を 曲 面 と し て そ の 両 側 の 面 １ ６ ａ ， １ ０ ｂ と を 滑 ら か に 繋 い で い る の で 、 内 輪
抜 け 方 向 へ の 力 が 作 用 し た 際 に 、 前 記 繋 ぎ 部 １ ０ ｃ の 応 力 集 中 に よ る 強 度 低 下 を 抑 制 で き
る 。 こ の よ う に 、 軸 受 機 能 へ 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 、 車 両 へ の 組 立 工 程 に お け る 内 輪 抜
け を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 内 輪 １ ０ に お け る 段 差 部 １ ６ の 軸 方 向 に 向 く 面 １ ６ ａ と 内 輪 内 径 面 １ ０ ｂ と の 繋
ぎ 部 １ ０ ｃ の 軸 方 向 範 囲 Ｗ を 、 転 動 体 接 触 角 θ を 成 す 直 線 Ｌ 上 に か か ら な い 範 囲 と し て い
る の で 、 段 差 部 １ ６ を 設 け た こ と に よ る 運 転 時 の 内 輪 ２ の 変 形 が 小 さ く 抑 え ら れ る 。 そ の
た め 、 抜 け 耐 力 を 確 保 し な が ら 、 運 転 時 の 負 荷 荷 重 に よ る 内 輪 ２ の 変 形 を 小 さ く で き 、 そ
れ だ け 長 寿 命 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 で は 、 ハ ブ 輪 ９ に お け る る 軌 道 面 ４ を 焼 入 れ 処 理 し た 表 面 硬
化 処 理 面 と し て い る た め 、 転 動 寿 命 を 確 保 で き る 。 加 締 加 工 部 で あ る 塑 性 変 形 部 分 ９ ｂ は
非 熱 処 理 部 と し て い る た め 、 加 締 加 工 を 容 易 に 行 え る 。 内 輪 １ ０ は 小 部 品 で あ っ て 軌 道 面
４ を 有 し 、 か つ ハ ブ 輪 ９ に 内 径 面 が 嵌 合 す る こ と か ら 、 前 記 し た よ う に 表 面 か ら 芯 部 ま で
の 全 体 を 焼 入 れ 処 理 に よ り 硬 化 さ せ た も の と す る こ と で 、 転 動 寿 命 に 優 れ 、 か つ 嵌 合 面 の
耐 摩 耗 性 に 優 れ た も の と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 車 輪 用 軸 受 装 置 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ０ 】
１ … 外 方 部 材
２ … 内 方 部 材
３ … 外 方 部 材 の 軌 道 面
４ … 内 方 部 材 の 軌 道 面
５ … 転 動 体
９ … ハ ブ 輪
９ ａ … ハ ブ フ ラ ン ジ
９ ｂ … 塑 性 変 形 部 分
１ ０ … 内 輪
１ ０ ａ … 内 輪 端 面
１ ０ ｂ … 内 輪 内 径 面
１ ０ ｃ … 内 輪 繋 ぎ 部
１ ６ … 内 輪 の 段 差 部
１ ６ ａ … 内 輪 段 差 部 の 軸 方 向 に 向 く 面
１ ６ ｂ … 内 輪 の 内 径 面
θ … 接 触 角
Ｌ … 接 触 角 を 成 す 直 線
Ｗ … 内 輪 繋 ぎ 部 の 軸 方 向 範 囲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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【 図 ４ 】
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